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決算サマリ 全社：

受注⾼：1,170億円(前年同期⽐▲417億円)
売上⾼：1,301億円(同▲0億円）
営業利益：91億円(同＋11億円)、営業利益率7.0％
親会社株主に帰属する四半期純利益：67億円（同＋5億円）

 ポイント
＜市場環境＞
 ⽯油・ガス市場における設備投資は昨年に続いて回復傾向
 半導体市場はメモリメーカの投資減速により低調に推移

＜業績＞
 受注⾼は環境プラント事業と精密・電⼦事業で⼤幅減少。精密・電⼦事業の
減少は市場の影響を⼤きく受けたものの、環境プラント事業においては前年
同期の受注が例外的に⾼⽔準だったため

 ⾵⽔⼒事業を中⼼に収益性の改善が進み増益
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決算サマリ セグメント別：

 受注⾼は3事業ともに減少
 半導体市場の減速に伴い投資が縮⼩し精密・電⼦事業で減収減益
 ⾵⽔⼒および環境プラント事業では共に増収増益
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セグメント別業績説明 ⾵⽔⼒：

受注⾼：801億円（前年同期⽐▲27億円）
売上⾼：815億円（同＋8億円）
営業利益：37億円（同＋13億円）

＜ポンプ事業＞
 ⽯油・ガス市場向けの受注・売上増を中⼼に収益性の改善が進み増益
＜コンプレッサ・タービン事業＞
 新規案件の発注時期の延期により受注が減少
 ⼯事進⾏の遅れにより製品の売上が減少
 収益性の⾼いサービス＆サポートの売上が順調に積み上がったことにより利
益改善が進む

 CT事業における1QのS&S⽐率は前年同期39.7%から54.8%まで上昇
＜冷熱事業＞
 中国市場向けの製品の拡販、国内更新需要の着実な取り込みにより受注、売
上、営業利益はいずれも前年同期を上回る
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セグメント別業績説明 環境プラント：

受注⾼：126億円（前年同期⽐ ▲222億円）
売上⾼：191億円（同＋9億円）
営業利益：22億円（同＋4億円）

＜受注⾼＞
 前年同期はDBO案件や⻑期包括運転・管理契約によるオペレーション&メン
テナンス（O&M）などの⼤型案件を複数受注したため、過去の⽔準と⽐べて
も⾼い⽔準

 １Qは計画どおりに受注しており例年並みの⽔準で着地
 主な受注案件は⺠需のEPC案件を2件受注

＜売上⾼・営業利益＞
 O&Mの売上が増加したことにより順調に収益を伸ばす

6



セグメント別業績説明 精密・電⼦：

受注⾼：239億円（前年同期⽐ ▲167億円）
売上⾼：290億円（同 ▲17億円）
営業利益：30億円（同▲ 5億円）

＜受注⾼＞
 半導体市場の設備投資はメモリ・ロジックともに減少
 特にメモリ向けを中⼼に顧客が投資を控えている状況が継続

＜売上⾼・営業利益＞
 ⾼採算性案件の売上により⼀部収益性が改善
 減収の影響に加え、⼈件費や研究開発費の増加により減益
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業績⾒通し：

2⽉に公表した2019年12⽉期の業績⾒通しからの変更点は以下のとおり
＜受注⾼の上期計画値修正＞
 コンプレッサ＆タービン事業の上期計画値を700億円から630億円に下⽅修正
（期初計画値から70億円減）

 環境プラント事業の上期計画値を350億円から420億円に上⽅修正（期初計画
値から70億円増）

＜売上⾼の上期計画値修正＞
 精密・電⼦事業の上期計画値を350億円から300億円に下⽅修正（期初計画値
から50億円減）

→通期業績⾒通しについては受注⾼、売上⾼、営業利益いずれも変更なし
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今後の経営⽅針について：

＜荏原グループのミッション＞
「技術で、熱く、世界を⽀える」

＜背景＞
 これからの世界は、「あらゆるモノがつながるIoT」「それを⽀えるクラウ
ド」「⼈⼯知能」「⾞の⾃動運転」「５Ｇ」などの技術⾰新によって、より
多くの⼈々が、より豊かな⽣活を送ることができるようになると考える

 そのような世界を実現させ、持続させるための荏原のミッションである

当社の社員が夢を持ち、ステークホルダーと良好な関係を維持し続けられる会社
を⽬指す

14



15



16



17



18



19


